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茨城県総合計画
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➢ 最近の茨城の動き

➢ 第３次茨城県総合計画の推進について
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「新しい茨城」への挑戦
最近の茨城の動き R7国勢調査人口速報、中東情勢への対応

中東情勢への対応

▼ＬＰガス料金負担軽減支援事業（補正予算）

・エネルギー価格高騰への負担軽減を図るため、LPガス使用世帯や特別高圧

を受電する中小企業等への支援に必要な予算を計上（令和８年度6月補正予算）

・「中東情勢ポータルサイト」を開設し、専用の相談窓口を設置すると

ともに、県の制度融資などの支援策や国の相談窓口、最新動向を発信

・県内への影響把握のため、業界団体・事業者へのヒアリングを実施

・県の中央要望や全国知事会等を通じ、国に対して物価高騰対策や

石油関連製品の安定供給などを要望

・令和７年国勢調査の人口速報集計（令和７年10月１日現在）によると、
日本の総人口は１億2,305万人となり、前回調査（令和２年）から309万７千人減少（2.5％減）

・茨城県の人口は2,791,207人となり、
前回調査から75,802人減少（2.6％減）

・市町村別では４市町の人口が増加し、
40市町村の人口が減少

・つくば市が268,991人と最も多く、
初めて水戸市の人口（265,773人）を上回った

順位 市町村名
増加数（人）

令和７年 令和２年

１ つくば市 27,335 14,693

２ つくばみらい市 2,198 736

３ 守谷市 1,771 3,668

４ 阿見町 1,136 1,018

【人口増加市町村】

出典：令和7年国勢調査人口速報集計結果

R7国勢調査人口速報
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「新しい茨城」への挑戦

・2026年４月に米国西海岸のバイヤー等を本県へ招へいし、
日系量販店において茨城県産品を陳列するための商談会を実施

・2026年５月～2027年３月の期間で茨城県産品の陳列スペース設置や
オープニングイベントとして茨城フェア開催が実現

・スペインとフランスにおいて知事トップセールスを実施（2026年7月）

現地飲食店等において、コメや酒類の採用に向けた前向きな意見を得た

戦略的な企業誘致、県産農産物の輸出拡大最近の茨城の動き

▲過去１０年（２０１６～２０２５）の企業立地

【これまでの主な誘致実績】

・ JX金属(株)…半導体材料などの非鉄金属世界大手
・ (株) AESCジャパン…電気自動車用リチウムイオンバッテリー製造世界大手
・ 日清食品(株) …即席麺などの食品製造世界大手

▲米国カリフォルニア州の日系量販店
における茨城フェア

・本県の持続的な発展に向け、成長産業（半導体、次世代自動車等）
を中心とした戦略的な誘致により、実績は全国トップ

⇒ 県外企業立地件数が９年連続全国第１位
⇒ 過去10年間累計の立地面積、県外企業立地件数が全国第１位

・国内市場が縮小する中、かんしょやコメ、常陸牛を主力に、アジアや北米を主なターゲットと
   位置付け、輸出先や販売ルートの拡大に取り組んできた

⇒ 2025年度の輸出額は、青果物、コメ、畜産物を合わせ、2024年度比で
約52%増の約48億1千万円と過去最高額を更新し、９年間で約37倍に増加

工場立地実績全国トップ！

県産農産物の輸出拡大



4

「新しい茨城」への挑戦
国内外からの戦略的誘客プロモ－ション最近の茨城の動き

⇒ 2025年の観光消費額は、4,482億円と過去最高額を更新

2025年の観光入込客数は、6,257万7,000人とコロナ禍以降最多を更新

▲ブランドロゴ

・茨城県植物園を日本初の「泊まれる植物園」へリニューアル（2025年11月）

宿泊・飲食・温浴・体験コンテンツを組み合わせた高付加価値の滞在型観光

周遊拠点として再生し、リニューアル後半年で約14万人を集客（従前比約6倍）

▲ザ・ボタニカルリゾート・林音(リンネ)

▲フランスにおける知事トップセールス

⇒ 2025年の外国人延べ宿泊者数が、312,000人泊と過去最多

※うち、韓国が45,590人泊となり、過去最多

・台湾や韓国を重点市場に位置付け、常陸国ロングトレイルやゴルフなど、

本県の強みとなるコンテンツを活かした戦略的な誘客プロモーションを展開

・2025年度より、観光の新ブランドコンセプト「IBARAKI is Blossoming」
を展開するとともに、国内外から評価の高いTVアニメ「薬屋のひとりごと」
とのコラボレーションを実施

・2026年のゴールデンウイーク期間（4/29~5/6）における県内観光地等

の入込客数は、1,972,870人 ※期間中の１日平均入込客数はコロナ禍以降最高

・フランスにおける知事トップセールスの実施（2026年７月）

インバウンド需要の更なる取り込みを図るため、現地メディアや旅行会社に
向けて本県の観光の魅力を発信

観光資源の磨き上げ

戦略的な誘客プロモーション
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「新しい茨城」への挑戦
活力を生むインフラ最近の茨城の動き

▲新型車両 TX-3000系（2020.3導入）

・2025年度の旅客数は、過去最多の約８３万人を記録。

開港当初想定の年間８１万人を上回る

※ 国内線の旅客数についても過去最多

・茨城空港将来ビジョンを策定（2025.7）

将来ビジョンに基づき、増加する航空需要に対応するため、

空港関係者で構成する「茨城空港ターミナルビル機能強化検討会」

を設置し、ターミナルビルの拡張等の検討を開始（2026.4～）

【茨城空港将来ビジョン】

国内線

札幌（新千歳）
→2026.6から増便

神戸 福岡 那覇

国際線 ※2026年度は期間により運休あリ

清州
→2025.5から就航

ソウル（仁川）
→2025.11から就航

・つくばエクスプレス（TX）利用者数

⇒ 423千人/日（R7年度）※過去最高を更新

・2023年6月に延伸方面を「土浦方面」と決定

・2025年2月に構想に係る「事業計画素案」を公表

⇒ TX土浦延伸計画の具体化に向けて、必要な追加調査・分析
を実施し、国、関係都県、鉄道事業者等の関係者との調整
を進め、延伸構想の実現を目指す

茨城空港

TXの県内延伸
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「新しい茨城」への挑戦

・不法就労などルールを守らない者に対する厳格な対応も重要であるため、
2025年12月に副知事をトップとする「外国人等へのルール遵守対策
プロジェクトチーム」を設置

⇒ 関係部局連携のもと、ルール遵守に向けた対策の検討や
その取組の情報発信などを実施

・2026年5月より、不法就労情報提供システム・通報報奨金制度の運用を開始

・不法就労の防止に関し、県、事業者及び県民の責務や、県が推進する施策の基本となる事項などに
ついて定めた「茨城県外国人の不法就労活動の防止に関する条例」を制定（2026年7月1日施行）

・外国人に係る各種施策を総合的に推進するため、県民生活環境部内
に新たに「外国人政策チーム」を設置

・外国人が利用する宗教施設や外国食材店などを訪問して、ごみ出し
のルールなどを啓発する取組を開始

・多文化共生に知見を有する「地域共生推進員」による市町村や関係
団体への助言や伴走支援を開始

・外国人からの生活の困りごと相談などに母語で対応する「IBARAKI
ネイティブコミュニケーションサポーター」を計画的に増員（2026.２現在：104名）

・市町村立小中学校等における日本語支援員の配置拡充

・支援が必要な県立高等学校等で日本語指導や学校生活支援を強化

外国人との秩序ある共生社会の実現最近の茨城の動き

▲通報ガイドライン概要版

▲日本語支援員による日本語初期支援

ルール違反への厳格な対応

受入環境の整備



第３次茨城県総合計画
～「新しい茨城」への挑戦～



計画策定の趣旨

➢ 加速度的に進む人口減少

➢ 激動する国際情勢

➢ 気候変動による影響の拡大

➢ 人工知能の飛躍的な進化

⇒変化の激しい時代

第3次茨城県総合計画
～「新しい茨城」への挑戦～

R８．３ を策定

本県の潜在能力を大きく開花させ、環境が激変する時代にあっても本

県をさらに飛躍させていくためには、現状維持にしがみつくことなく、

「過去の延長線上に未来はない」との考えのもと、これまでの改革路線を

さらに強力に推し進めていくことが求められている。

本県の総人口と年齢別割合の推移と将来展望 （「国勢調査」及び「第３次茨城県総合計画」より）



9「新しい茨城」への挑戦

第３次茨城県総合計画 ～「新しい茨城」への挑戦～

計画期間：2026-20292026年3月策定

本県に他地域にはない
特長をつくるための

本県の将来の
発展を見据えた



10「新しい茨城」への挑戦

特に重点的に進める３つの取組
１ 本県に他地域にはない特長をつくるための「差別化」

★新産業の育成
 ・クリエイティブ・コンテンツ産業に着目し、特に世界的にも中長期的な成長が見込まれる

アニメ産業について、若者が学び就業する新たな選択肢を提供できるよう、産官学連携の
もと「クリエイターの育成・確保」と「働く場の創出」に挑戦【R８新規】【豊かさ】

★農林水産物の付加価値向上
 ・スマート農業技術の導入や生産農地の確保等を支援し、環境負荷低減と

高付加価値化の両立が期待できる有機農業の拡大を推進【R８拡充】【豊かさ】 

・霞ヶ浦北浦における漁業資源確保のためのウナギ資源増大対策を推進【豊かさ】 

・多角的な収益基盤の確立と持続的な成長の実現を図るため、

海外での県産品の認知向上と販路開拓に向けた取組を支援【R８新規】【豊かさ】

●海外プロモーション拠点設置事業 ●常陸牛集中プロモーション事業 ●海外展示商談会出展支援事業

★県北地域の振興
  ・日立市と日立製作所の協働によるスマートシティの実現に向けた

「共創プロジェクト」を推進し、県北地域の振興や地域課題の解決に

つなげていくため、スマート産業団地の整備に向けた取組等を支援【R８拡充】【夢・希望】 

・県北地域山間部の多様な「里山資源」を活用し、地域一体となった

誘客促進や観光消費額の拡大、水郡線の利用促進を図ることで、
持続的な地域活力を創出【R８拡充】 【夢・希望】 
１ 県北里山ディスカバリー事業
・ 古民家宿泊など里山体験コンテンツのＰＲ
・ インバウンド誘客も期待できる「体験型忍者コンテンツ」の造成 等

２ 水郡線利用促進事業
▲水郡線

▲笠間高校でのアニメーション教育



11「新しい茨城」への挑戦

特に重点的に進める３つの取組
２ 本県の将来の発展を見据えた「インフラへの投資」

★つくばエクスプレスの土浦延伸構想の推進
 ・次期交通政策審議会を見据え、ＴＸ土浦延伸計画の具体化に向けた、国、関係都県、鉄道事業者等

の関係者調整を進めていくために必要な追加調査・分析を実施【R８拡充】【夢・希望】 

★茨城空港の機能強化
 ・2025年度の旅客数は、開港当初想定の年間８１万人を上回る過去最多の約８３万人を記録。

・増加する航空需要に対応するため、2025年７月に策定した「茨城空港将来ビジョン」に基づき、

更なる空港機能の強化や利便性の向上を目指す

●取付誘導路の複線化の早期実現 ●ターミナルビルの拡張検討【R８新規】【夢・希望】 

★水戸保健医療圏の病院再編
 ・県立中央病院と県立こども病院を統合し、がん・小児・周産期医療を柱とした

県立拠点病院の整備に係る基本計画の策定や建設用地の測量調査・取得に着手【R８新規】【安心安全】

 ・他の公的４病院についても、統合や機能分化に向けた協議を更に進め、限りある医療資源の

有効活用により、将来にわたって県央・県北地域を支える医療提供体制の構築に取り組む

★企業立地の更なる促進
・産業集積や雇用の核となるグローバル企業の中核拠点への投資を、

機を逃さず取り込むため、立地優位性が高い「阿見実穀地区」において、

県施行による産業用地開発を推進【豊かさ】

●阿見町実穀地区における新たな工業団地の造成【R８新規】

●県が開発する工業団地に係る誘致活動等

【参考】新県立病院整備
スケジュール

じっこく
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【事業内容】 家事・育児を代行する家庭生活
支援員の派遣又は施設等での
預かりを実施

【対象】 18歳以下の子どものいるひとり親世帯
【利用者負担】 なし
【利用上限】
小学生以下の子どものいる世帯:最大96時間/月
（中学生以上：最大24時間/月）

特に重点的に進める３つの取組
３ 「多様な人財が活躍できる社会の実現」

★ひとり親世帯の仕事と育児の両立の実現
 ・ひとり親世帯に対し、家事や育児を代行する支援員の派遣や

施設等での子どもの受け入れを重点的に実施 【R８新規】【人財育成】

★外国人との共生社会の実現
・母語による相談・支援体制の充実に加え、新たに外国人への生活ルールの

周知徹底や地域に溶け込む仕組みづくりを推進 【R８拡充】【人財育成】 

・市町村立小中学校等における、対面による日本語指導の拡充など

外国人児童生徒を円滑に受け入れる体制を強化 【R８拡充】【人財育成】 

・県立高等学校における、外国人生徒への生活支援や
日本語指導等を一層強化し、受入体制を整え、

地域社会の担い手を育成 【R８拡充】【人財育成】 

★外国人材適正雇用の促進
 ・不法就労の防止に向け、事業者や業界団体などによる自主的な

「適正雇用推進宣言制度」の推進
・事業者、業界団体及び市町村の関与を高めるとともに、

県警等との連携・推進体制を強化し、全県的な取組を促進【R８拡充】【人財育成】 

【対面による日本語指導（小中学校等）】

▲IBARAKIネイティブコミュニケーションサポーター認証式

現行(R7)

○ 巡回指導体制の強化
○ 通報報奨金制度の創設
○ 不法就労情報提供員制度の創設
○ 不法就労情報提供システムの導入

○ 適正雇用推進宣言制度
○ 適正雇用促進キャンペーン

新たな取組・拡充（R8～）

＋

順位 都道府県名 人数

１位 茨城県 3,518人

２位 千葉県 1,967人

３位 群馬県 1,426人

<不法就労者の稼働先(R7)>

※出入国在留管理庁「令和７年における
入管法違反事件について」より



13「新しい茨城」への挑戦

５ 自然環境の保全・再生
豊かな自然環境を守るとともに、環境への負荷が低い

社会環境づくりを推進するなど、循環型社会の実現に
取り組みます。

◆宇宙ビジネスの創出

・県内企業の宇宙ビジネスへの新規参入促進などに
より、50社を超える企業が宇宙分野に参画したほか、
「IBARAKIスペースサプライネットワーク (2024.10発足)」
による受注拡大を推進

新しい豊かさへのチャレンジ

挑戦する政策

力強い産業の創出とゆとりある暮らしを育み、新しい豊かさを目指します

１ 質の高い雇用の創出
戦略的な企業誘致を強力に進めるとともに、新たな産業

用地の確保等により企業立地を加速し、若者に魅力ある
雇用をつくります。

２ 新産業育成と中小企業等の成長
新産業の育成と差別化できる産業集積を図るとともに、

活力ある中小企業等の育成を進め、物価上昇を上回る
持続的な賃上げの実現を目指します。

３ 強い農林水産業
儲かる農林水産業の実現に向け、生産性の向上や

ブランド力強化、国内外の販路開拓などの取組により、
農林水産業の成長産業化を進め、若者に魅力ある産業
にしていきます。

４ 世界に飛躍する茨城
県産品の輸出を促進するとともに、ベンチャー企業の

支援などによりイノベーション拠点の形成を図ります。

これまでの主な成果

◆農産物の輸出

・国内の人口減少を踏まえて海外への輸出に
力を入れ、戦略的なグローバル展開を進めた結果、
農産物の輸出額は9年間で約37倍に増加

▲宇宙ビジネス県内企業受注例
（衛星搭載用リフレクター）

▲IBARAKIスペースサプライ
ネットワーク発足イベント
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新しい豊かさへのチャレンジ

★活力ある中小企業・小規模事業者の育成
 ・県内中小企業等の持続的な賃上げを促進するため、最低賃金引上げに
伴う賃上げや設備投資等を支援【R８拡充】

・県内中小企業の競争力向上を推進するため、成長が見込まれる戦略分野
（ＡＩ・半導体、宇宙、フュージョンエネルギー等）において、新製品の開発や
新分野への進出を目指す県内中小企業の設備投資等を支援【R８新規】

 ・競争力のある製品や高い技術力を有する県内のものづくり中小企業に対して、
海外展示会への出展支援や、専門家による伴走支援を行い、
海外での販路開拓を支援【R８拡充】

▲情報テクノロジー大学校の開校

★強い農林水産業
 ・常陸牛のトップブランド化を図るため、高品質な子牛の生産拡大を支援するほか、
品質を担保する出荷体制の整備や県内外でのプロモーション活動を展開【R８拡充】 

・国内外で需要が急速に拡大している抹茶の産地育成に向け、
高品質な抹茶づくりに取り組む意欲的な事業者の施設整備を支援【R８新規】

・夏季における農畜産物の安定生産を図るため、施設園芸農家、
畜産農家に高温対策設備等の導入を支援するほか、更なる
高温リスクに備え、新たな高温対策技術等の検証を実施【R８新規】

★産業を支える人材の育成・確保
 ・県立産業技術短期大学校を「情報テクノロジー大学校」として
2026年４月に新たに開校し、高度デジタル人材の育成を図るとともに、
引き続き、「意識啓発・機運醸成」と「スキル習得支援」の２つを柱とした、
戦略的・体系的な「リスキリング」を強力に推進

・県内企業の人材確保と定着を図るため、奨学金を返還している従業員に
対する手当支給や代理返還を実施する中小企業等を支援【R８新規】

プロモーション
活動の実施

▲海外駐在や貿易実務などの経験
豊富な専門家が商談をサポート

▲高品質な抹茶
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新しい安心安全へのチャレンジ
医療、福祉、治安、防災など県民の命を守る生活基盤を築きます

６県民の命を守る地域保健・医療・
福祉
地域における保健・医療・介護提供体制を充実し、

医療や福祉人材の確保を図るとともに、感染症対策
などの健康危機への対応力を強化します。

７健康長寿日本一
人生百年時代を見据えた健康づくりや認知症対策など

の強化を図るとともに、総合的ながん対策を推進します。

８障害のある人も暮らしやすい社会
障害者の自立と社会参加を促進するとともに、就労機会

の拡大と工賃水準の向上を図ります。

10 災害・危機に強い県づくり
激甚化・頻発化する自然災害などの危機から県民を

守るためのハード・ソフト両面における体制強化や、
原子力安全対策を進めます。

９安心して暮らせる社会
地域の移動手段の確保や地域コミュニティの活性化を図

ります。また、上下水道事業の持続的な運営など安心安
全な暮らしの基盤を確保するとともに、不法投棄や窃盗な
どの犯罪被害防止や交通安全対策を進めます。

挑戦する政策 これまでの主な成果

◆「あすなろの郷」の再編整備が完了

・県と民間事業者との役割分担の考えのもと、
新たに整備したセーフティネット棟を活用し、最重度の
障害がある方に対し、質の高いサービスを提供

◆水道事業の広域連携を推進

・持続的な運営体制を確保するため、県企業局を
統合先とする「経営の一体化に関する基本協定」
を28の市町村等と締結

（21市町村(2025.2)、７市・企業団(2026.2) ）

▲あすなろの郷新施設 ▲新施設竣工式典

経営の一体化に関する
協定締結式（2025.2）
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新しい安心安全へのチャレンジ★県民の命を守る地域保健・医療
・中核医療機関における救急受入病床を安定的に確保するため、
中核医療機関が、転院可能な患者を後方支援医療機関に転院できる
体制を構築【R８新規】

・国の「医師偏在の是正に向けた総合的な対策パッケージ」に基づき、
医師の確保が特に必要な「重点医師偏在対策支援区域」における
医師確保の取組を支援【R８新規】

★安心して暮らせる社会の実現
・犯罪の総量を抑制し、安心して暮らせる社会づくりを促進するため、
ヤード警戒員や捜査関係資機材を導入し、抑止と検挙の両面による
対策を強力に推進【R８新規】

〇人口減少下における上下水道事業の持続的な運営体制を確保するため、
・上水道について、円滑な経営統合に向け、水道基盤強化計画の策定、
ＡＩを活用した危険度診断、浄水場の統廃合など施設最適化のための整備を実施【R８拡充】

・下水道について、下水道管路の全国特別重点調査により、緊急度Ⅰと判定された
大口径管路の要対策箇所について、速やかな対策を実施【R7最終補正】

★災害・危機に強い県づくり
・頻発化・激甚化する風水害への対応については、逃げ遅れによる人的被害ゼロ
を目指し、市町村と連携して、マイ・タイムラインの普及や避難行動要支援者
に係る個別避難計画の作成を推進

・地震などに伴う電気火災の発生を防止するため、
住宅への感震ブレーカーの設置を支援【R８新規】 

・外国人や視覚障害者などを対象とした、多言語で音声による
情報取得が可能なアプリを導入【R８新規】 

○ 犯罪総量抑制
対策強化関連事業

【水道広域化】
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新しい人財育成へのチャレンジ
茨城の未来を創る「人財」を育て、日本一子どもを産み育てやすい県を目指します

11 次世代を担う「人財」
「生きる力」をはぐくむ教育を推進するとともに、グローバル

社会で活躍できる「人財」を育成します。

12 魅力ある教育環境
茨城の将来を支えリードする多様な「人財」を育成するた

め、魅力と特色ある学校づくりに取り組むとともに、支援を
必要とする子どもたちの自立を支えます。

13 日本一、子どもを産み育てやすい県
結婚・妊娠・出産の希望がかなう社会づくりを進めるととも

に、幼児教育・保育サービスの充実など、子育て支援に取
り組みます。

15 外国「人財」に選ばれ、共に成長する
秩序ある共生社会

優秀な外国「人財」の確保・育成を進めるとともに、外国人
が地域社会に溶け込み、共に成長する社会づくりを進めます。

14 多様性を認め合い、誰もが活躍できる社会
性別や国籍等に関わらず、誰もが能力を発揮でき、人権が

尊重され、多様な生き方や働き方ができるダイバーシティ社会
づくりを進めます。

挑戦する政策 これまでの主な成果

◆魅力ある教育環境の整備

・ＡＩなど科学技術の進展やＩＴ人材不足に
対応するため、「つくばサイエンス高校」と公立として
全国初のＩＴ専科高校である「ＩＴ未来高校」
を開校（2023.4）

◆多様性を認め合う社会の実現

・「パートナーシップ宣誓制度」(都道府県単位で全国初)
の自治体間連携を推進し、22都府県275市町村
と連携（2026年６月現在）

▲ＩＴ未来高校▲つくばサイエンス高校

▲連携協定締結式
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新しい人財育成へのチャレンジ★魅力ある教育環境
・高度な専門性や優れた指導力を持つ人材を活用した
「いばらき遠隔教育」を拡充することで、多様で質の高い教育を実現し、
児童生徒の学力の向上を図る【R８拡充】

・県内全ての公立小学校等の学校給食に係る食材費の支援を行い、
保護者の学校給食費の負担を軽減【R８新規】

・高校生等が安心して教育を受けることができるよう、高等学校等の
授業料等支援を拡充し、家庭の教育費負担を軽減【R８拡充】

★日本一、子どもを産み育てやすい県の実現
・将来子どもを望む夫婦が、早期に妊娠・出産の希望がかなうよう、
妊娠に向けた健康状態を確認できるプレ妊活健診を実施【R８新規】

・妊娠を望み不妊治療に取り組む方の更なる経済的な負担軽減を
  図るため、不妊治療費助成事業の対象を拡大【R８拡充】

・１歳児に対する手厚い保育や障害児受入れ等に取り組む
民間保育施設への補助【R８新規】

★外国人との秩序ある共生社会を実現
・外国人からの生活の困りごと相談などに母語で対応する「IBARAKIネイティブコミュニケーションサポーター」
について、計画的に増員（2026.2現在：104名）

・不法就労や不適正ヤードなどルールを守らない者に対する厳格な対応も重要であるため、2025年12月に
副知事をトップとする「外国人等へのルール遵守対策プロジェクトチーム」を設置
⇒関係部局連携のもと、ルール遵守に向けた対策の検討や、その取組の情報発信などを実施

・外国人に係る各種施策を総合的に推進するため、県民生活環境部内に新たに「外国人政策チーム」を設置

項 目 内 容

医師による相
談・指導

妊娠に向けた健康や栄養、ライフプラ
ン等に関するアドバイス

女性向け検査
子宮・卵巣の状態、卵巣年齢、性感染
症、甲状腺機能等の検査など

男性向け検査 精液検査など

その他
動画等により性や健康に関する正しい
知識についての啓発など

【就学支援金事業：令和８年度 主な変更点】
① 所得制限撤廃
② 私立支給上限額の拡充

(39.6万円 → 45.72万円)
③ 県負担の導入

(国10/10→国3/4、県1/4)※交付税措置あり

【プレ妊活健診の例】
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新しい夢・希望へのチャレンジ
将来にわたって夢や希望を描ける県とするため、観光創生や魅力向上を図ります

16 魅力発信№１プロジェクト
国内外へ向け戦略的な情報発信を行い、観光誘客や

県産品のブランド化を推進します。

17 ビジット茨城～新観光創生～
新たな観光コンテンツの創出などにより、更なる魅力づくり

を進め、国内外から選ばれる、稼げる観光地域づくりに取り
組みます。

18 若者が集い、「楽しさ」あふれる茨城
若者が望む魅力ある雇用を創出し、本県への新しい人

の流れを作ります。また、生涯学習への取組や、文化・
スポーツ・遊びを楽しむ環境づくりを推進します。

20 活力を生むインフラと住み続けたくなるまち
広域交通ネットワークをはじめとした社会資本を整備する

とともに、人にやさしい魅力あるまちづくりを進めます。

19 デジタルトランスフォーメーション
（DX）の推進

地域の課題を踏まえＡＩをはじめとするデジタル技術を
活用していくことで、県民が豊かに安心して暮らせる社会環
境づくりを推進します。

挑戦する政策 これまでの主な成果

◆観光消費額の拡大

・稼げる観光地域づくりに取り組み、2025年の
観光消費額は4,482億円と過去最高額を更新

◆県有施設の魅力向上

・茨城県植物園を日本初の泊まれる体験型植物園
「ザ・ボタニカルリゾート・林音(リンネ)」として
2025年11月にリニューアルオープン

▲インバウンド誘客の促進
（韓国からのゴルフツアー）

▲観光コンテンツの磨き上げ
(他県と差別化できる企画の造成)
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新しい夢・希望へのチャレンジ★魅力ある稼げる観光地域づくり
・欧米豪等からのインバウンド需要のさらなる取込みを図るため、
旅行会社と県内観光事業者とのマッチングを強化するとともに、国や地域
のニーズを踏まえた戦略的なプロモーションを展開【R８新規】

・本県を代表する新たなご当地グルメ創出のため、「シン・いばらきメシ総選挙2026」
を開催し、グランプリグルメを決定するとともに、グランプリグルメを中心に認知拡大
や定着化を進めることで、「食」を通した地域振興を図る
シン・いばらきメシ総選挙2026 2026年10月10日(土)～12日(祝・月) 【県三の丸庁舎(水戸市)】

・五浦美術館について、美術館機能を強化し、太平洋の絶景を望む日本画の
聖地として、魅力的な施設にリニューアル【R８新規】
【主なリニューアル内容(予定)】 常設展示室の日本画展示スペース拡充、ショップ・カフェ拡充 等
【スケジュール(予定)】 2026年度：設計委託 2027～2028年度：工事（半年程度を想定） ▲リニューアル後の常設展示室（イメージ）

★カシマサッカースタジアムの在り方調査検討
・カシマサッカースタジアムについて、老朽化により、将来的には維持管理費の増大や
安全性の確保が困難になることが見込まれることから、鹿島アントラーズとの
官民連携により、新スタジアムの建設に向けた基本計画を策定【R８拡充】

★Okukuji X ～Ride＆Trail～ 2026の開催
・本県が誇るサイクルルート「奥久慈里山ヒルクライムルート」と
トレイルコース「常陸国ロングトレイル」を活用した大規模イベント
を開催し、両コースの認知度向上や県北エリアの魅力発信
を図る【R８拡充】 2026年10月17日(土)～18日(日)(2日間)

【参考：想定スケジュール】 ※現時点の想定であり、実際のスケジュールは今後精査

▲カシマサッカースタジアム
H5(1993).3月新築

（H13(2001).5月増築）
40,003人収容
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「挑戦する県庁」への変革

取組の柱

1 挑戦できる体制づくり 2 未来志向の財政運営

(1)「人財」育成と実行力のある組織づくり

(2)スマート自治体の実現に向けたデジタル

トランスフォーメーション（DX）の推進

(3)働き方改革の推進

(4)多様な主体と連携した県政運営

(1)戦略的な予算編成と健全な財政構造

の確立

(2)出資団体改革の推進

基本姿勢

県民本位 「県民のためになっているか」を常に考え、政策を実行

積極果敢 横並び意識を打破し、失敗を恐れず積極果敢に挑戦

選択と集中 目的を見据えて選択と集中を徹底し、経営資源を最大限効果的に活用

基本方針

未来に希望の持てる新しい茨城作りに向けて

「挑戦する県庁」への変革

「活力があり、県民が日本一幸せな県」の実現に引き続き取り組んでいくため、実現に向けた全ての
施策展開を支える基盤として、今後（2026年度から）の４年間における行財政運営の主な取組等
を策定。
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第３次茨城県総合計画の周知・広報について①

〇総合計画冊子の作成・配布

〇広報用パンフレットの作成・配布

〇解説・PR動画の作成・発信

◆ 計画決定した内容を視覚的に見やすく再配置したもの

◆ 市町村立図書館や大学図書館等に配架を依頼

◆ 総合計画の概要を視覚的に見やすく配置したもの

◆ 県庁総合窓口や県民センター、美術館・博物館や生涯学習セン

ター等の県関連施設のほか、町役場・市役所、大学、郵便局や金

融機関等の人が集まる施設に設置を依頼

◆ 茨城県公認Vtuber茨ひよりが総合計画を解説・PR

◆ いばキラTV（Youtube）で配信するとともに、県公式X等の

SNS、出前講座等で利用

◆ 解説動画（約９分）はYoutube上で約1800回再生

PR動画（30秒と60秒の2パターン）は合計で約6000回再生



23「新しい茨城」への挑戦

〇来庁者向け情報発信

第３次茨城県総合計画の周知・広報について②

◆ 県庁舎２階県政シアターで説明パネルを常設展示（3/27～）

◆ 同２階県政広報コーナーにて特別展示を実施（4/20～4/30）

◆ 同2階県政広報コーナーにてポスター展示を実施（4/1～4/30）

◆ 県庁舎11階アトリウムにおいてPR動画を放映（3/27～）

〇若年層への情報発信

◆ いばらき幸福度指標カードの配布

➢ いばらき幸福度指標の内容を分かりやすくまとめたもの

➢ 県庁見学に来る小学生を対象に配布（2つ折り名刺サイズ）

◆ 市町村教育委員会への周知協力依頼（予定）

➢ 県内公立小・中・義務教育学校の児童・生徒、保護者あてに

パンフレットや解説動画を紹介する周知文を送付

➢ 探究学習や県庁見学の事前学習での動画の利用等を提案

◆ 県立高等学校・中等教育学校及び私立高等学校に協力を依頼（予定）

➢ 県内高等学校・中等教育学校の生徒、保護者あてに周知文を送付



24「新しい茨城」への挑戦

〇SNSでの発信

第３次茨城県総合計画の周知・広報について③

◆ 県公式Xでの投稿（4/3、4/7、5/29 総表示回数 2万回以上） ※30秒PR動画

◆ 茨ひより公式Xでの投稿(3/30 表示回数 2万回以上) ※30秒PR動画

◆ 県公式LINEでの投稿（4/15、5/29 総表示回数 4.6万回以上）※30秒PR動画

〇県内大学との連携
◆ パンフレットの設置のほか、動画の配信や公式Xのリ

ポスト、デジタルサイネージへの広告物掲載等を依頼

▲ 茨城大学
（大学生協）

▲ 茨城キリスト教大学
（１号館１階エントランス） ▲ 茨ひより公式Xでの投稿
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